
自
慢
の
料
理
を
ひ
き
立
て
る
飲
料

岐阜県・下呂温泉　小川屋

人気の「プレモル」本格採用

免
税
店
許
可
申
請
を
代
行

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

専
門
家
が
経
営
者
サ
ポ
ー
ト

風
水
取
り
入
れ
た
ネ
イ
ル

付
け
た
宝
石
を
指
輪
に

命のカプセル　うずらの卵



日産化学工業

浴槽・プール除菌剤

短時間処理で休業不要

茨城県

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
業
務
担
当

任
期
付
職
員
を
募
集

日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
　


人
が
入
学

日
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン

旅
行
市
場
調
査牛

場
春
夫
　

　
酒
井
正
子
　

齋
藤
謙
一
郎

　
志
方
紀
雄
　

第
２
版

フ
ォ
ー
カ
ス
ラ
イ
ト

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

日
本
酒
を
ま
い
に
ち

飲
ん
で
健
康
に
な
る

滝
澤
行
雄

ゲストサービス支配人の川東氏

半
露
天
風
呂
付
き
ス
イ
ー
ト

「
碌
間
」

厳選された飛騨牛をつゆしゃぶや石焼
などで食する「特選飛騨牛三昧」（左）
とザ・プレミアム・モルツ 　

岐
阜
県
下
呂
温
泉
に
あ
る
旅

館
「
小
川
屋
」
（

室
）
の
売

り
は
温
泉
と
食
事
だ
。
温
泉
の

泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
。

無
色
透
明
で
ほ
の
か
な
香
り
と

ま
ろ
や
ま
な
湯
と
し
て
知
ら
れ

る
。
こ
の
美
肌
の
湯
は
、
１
０

０
帖
空
間
の
畳
風
呂
や
露
天
風

呂
で
楽
し
め
る
。
「
畳
風
呂
で

は
、
お
年
寄
り
や
お
子
さ
ま
が

寝
転
ん
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
」

と
ゲ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
支
配
人
の

川
東
孝
司
氏
。こ
の
３
月
に
は
、

新
た
に
二
つ
の
貸
切
風
呂
も
オ

ー
プ
ン
。
湯
は
源
泉
か
け
流
し

で
提
供
し
、
飛
騨
の
山
々
や
清

流
飛
騨
川
を
望
め
る
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
特
徴
だ
。

　
同
館
自
慢
の
料
理
も
一
度
は

食
し
て
み
た
い
。
半
露
天
風
呂

付
き
ス
イ
ー
ト
「
碌
間
（
ろ
っ

か
ん
）
」
で
提
供
す
る
朝
食

「
薬
膳
粥
」
は
、
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
が
主
催
す
る
「
朝
ご
は
ん
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
２
年
連
続

優
勝
し
た
ほ
ど
。
も
ち
ろ
ん
、

夕
食
に
も
こ
だ

わ
り
、
名
物
の

飛
騨
牛
や
鮎
な
ど
、
旬
の
素
材

を
生
か
し
た
手
作
り
料
理
を
提

案
。な
か
で
も「
飛
騨
牛
三
昧
」

プ
ラ
ン
は
、
小
川
屋
で
最
も
愛

さ
れ
て
い
る
会
席
料
理
だ
。
厳

選
さ
れ
た
Ａ
４
等
級
以
上
の
飛

騨
牛
を
、
つ
ゆ
し
ゃ
ぶ
や
、
石

焼
な
ど
で
提
供
す
る
。

　
最
近
で
は
、
飲
料
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
「
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
（
プ
レ
モ

ル
）
」
の
提
供
も
始
め
た
。

「
も
と
も
と
私
自
身
が
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
。
以
前

か
ら
プ
レ
モ
ル
を
取
り
扱
い

た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
川
東

氏
。

　
き
っ
か
け
は
昨
年
５
月
開
催

の
ビ
ー
ル
フ
ェ
ア
。川
東
氏
は
、

「
下
呂
温
泉
で
サ
ン
ト
リ
ー
ビ

ー
ル
を
取
り
扱
っ
て
い
る
施
設

は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
人
気
の

プ
レ
モ
ル
・
フ
ェ
ア
を
行
え
ば

面
白
い
と
思
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
フ
ェ
ア
期
間
中
、
プ
レ
モ

ル
が
大
変
好
評
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
本
格
採
用
に
至
っ
た
。

　
６
月
か
ら
は
飲
料
の
メ
ニ
ュ

ー
表
も
刷
新
し
た
。
こ
の
メ
ニ

ュ
ー
表
は
サ
ン
ト
リ
ー
が
制

作
。
１
ペ
ー
ジ
目
は
、
サ
ン
ト

リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
の
「
角
瓶
」

を
炭
酸
で
割
る
「
角
ハ
イ
ボ
ー

ル
」
を
大
き
く
掲
載
。
次
ペ
ー

ジ
以
降
に
は
、
プ
レ
モ
ル
を
は

じ
め
、
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ

ス
キ
ー
の「
山
崎
」「
白
州
」、

焼
酎
の
「
ふ
ん
わ
り
鏡
月
」
な

ど
も
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
た
。

　
「
女
性
客
を
意
識
し
た
メ
ニ

ュ
ー
を
数
多
く
取
り
そ
ろ
え
た

こ
と
で
、
ビ
ー
ル
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
飲
料
を
注
文
さ
れ
る

お
客
さ
ま
が
増
え
た
」
と
川
東

氏
。
ま
た
、
「
宴
会
時
に
は
角

ハ
イ
ボ
ー
ル
が
よ
く
出
て
い

る
」
と
満
足
げ
だ
。

　
今
後
は
飲
料
の
さ
ら
な
る
品

質
改
善
に
も
取
り
組
む
。
そ
の

一
環
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
が
提
案

す
る
「
樽
生
３
原
則
、
こ
だ
わ

り
２
カ
条
」
の
実
践
だ
。
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
洗
浄
方
式

や
、
お
い
し
い
樽
生
の
注
ぎ
方

を
定
め
た
も
の
で
、
こ
れ
を
行

う
こ
と
で
、
生
ビ
ー
ル
を
最
高

の
状
態
で
提
供
で
き
る
。
近
々

に
、
サ
ン
ト
リ
ー
主
催
の
品
質

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
。

　
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
碌
間
に
は

ミ
ニ
バ
ー
を
設
置
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
プ
レ
モ
ル
や
山

崎
、
白
州
を
置
い
て
い
る
。

　
川
東
氏
は
、
「
当
館
自
慢
の

朝
食
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ン
ト
リ

ー
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
、
ウ

イ
ス
キ
ー
を
片
手
に
、
ゆ
っ
く

り
と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
」

と
話
す
。

　
仕
事
柄
、
牛
・
豚
・
鶏
な

ど
の
飼
育
農
家
に
お
邪
魔
す

る
機
会
が
あ
る
が
、
牛
舎
で

牛
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
鶏
舎
に
は
ま

ず
入
れ
な
い
。
某
養
鶏
場
で

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
感
染
症
か
ら
守
る
た

め
、
敷
地
内
に
入
る
際
、
車

ご
と
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
な
も

の
で
消
毒
さ
れ
た
ほ
ど
、
厳

戒
態
勢
を
し
い
て
い
た
。

　
だ
が
、
今
回
伺
っ
た
静
岡

県
湖
西
市
に
あ
る
養
鶉
場

「
浜
名
湖
フ
ァ
ー
ム
」
の
近

藤
哲
治
社
長
は
、
全
部
お
見

せ
で
き
る
と
い
う
。
え
？
　

と
耳
を
疑
い
な
が
ら
も
、
ま

ず
は
生
後
２
週
間
ま
で
の
ヒ

ヨ
コ
部
屋
へ
。
ず
ら
り
と
並

ん
だ
平
ら
な
カ
ゴ
の
中
で
、

か
わ
い
ら
し
い
ヒ
ヨ
コ
達

が
、
ピ
ヨ
ピ
ヨ
鳴
き
な
が
ら

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
た
。

す
る
と
近
藤
社
長
、
カ
ゴ
の

ふ
た
を
開
け
て
１
羽
取
り
出

し
、「
持
っ
て
み
ま
す
か
？
」

と
。
恐
る
恐
る
両
手
を
差
し

出
し
載
せ
て
い
た
だ
く
と
、

小
さ
な
命
の
躍
動
が
手
の
ひ

ら
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
。

　
普
通
な
ら
考
え
ら
れ
な
い

が
、
産
ま
れ
た
時
か
ら
病
気

を
し
な
い
体
づ
く
り
を
し
て

い
る
か
ら
、
人
が
触
っ
て
も

問
題
な
い
と
の
こ
と
。
ワ
ク

チ
ン
や
殺
菌
剤
を
用
い
る

と
、
本
来
必
要
な
菌
ま
で
消

え
て
、
腸
内
環
境
が
自
然
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う

た
め
、
薬
は
使
わ
な
い
。
だ

が
、
そ
の
方
が
丈
夫
に
育
つ

の
だ
そ
う
だ
。

　
決
め
手
は
餌
。
ま
ず
は
大

量
の
麹
菌
を
与
え
て
免
疫
力

を
つ
け
、
笹
エ
キ
ス
や
オ
リ

ゴ
糖
も
加
え
た
餌
で
内
臓
を

強
く
す
る
。
手
作
り
の
餌
に

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
乳
酸
菌
や

酢
酸
菌
が
殺
菌
効
果
を
も
た

ら
す
の
で
、
抗
生
物
質
も
必

要
な
い
。

　
ヒ
ヨ
コ
た
ち
は
３
週
間
ほ

ど
で
、
人
間
で
言
え
ば
高
校

生
く
ら
い
に
な
り
、
生
後
２

カ
月
で
卵
を
産
み
始
め
る
。

子
供
か
ら
大
人
へ
と
急
激
に

成
長
す
る
こ
の
時
期
は
、
体

調
が
変
化
し
体
が
弱
く
な
り

が
ち
。
し
か
も
多
く
の
栄
養

を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
手

作
り
の
野
草
酵
素
を
た
く
さ

ん
食
べ
さ
せ
、
健
康
で
強
い

体
を
作
る
の
だ
と
い
う
。

　
産
卵
開
始
後
の
う
ず
ら
に

は
、
植
物
性
の
餌
し
か
与
え

な
い
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ

で
は
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
他
、
魚
粉
を

％
程
度
混

ぜ
て
い
る
。
こ
れ
が
味
の
濃

い
卵
づ
く
り
の
秘ひ

訣け
つ

だ
。
う

ず
ら
た
ち
は
お
よ
そ
３
０
０

日
間
、
１
羽
が
２
８
０
個
程

度
の
卵
を
産
む
。
浜
名
湖
フ

ァ
ー
ム
の
卵
の
生
産
量
は
一

日
約
６
万
個
。
ヒ
ヨ
コ
か
ら

親
鳥
ま
で
、
全
部
で
９
万
羽

飼
育
し
て
い
る
と
い
う
か

ら
、
こ
れ
だ
け
手
間
暇
か
け

て
面
倒
を
見
る
の
は
、
さ
ぞ

大
変
だ
ろ
う
。

　
そ
の
卵
を
食
し
て
み
る

と
、
黄
身
が
プ
チ
ッ
と
割
れ

た
瞬
間
に
、
口
の
中
に
絶
妙

な
甘
さ
と
コ
ク
が
広
が
り
、

後
味
は
ス
ッ
キ
リ
。
い
つ
も

食
べ
て
い
る
生
卵
と
は
、
ま

っ
た
く
別
物
だ
。
こ
の
小
さ

な
卵
の
中
に
は
、
う
ず
ら
が

生
ま
れ
る
た
め
に
必
要
な
も

の
す
べ
て
が
入
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
卵
を
食
べ
る
と
い

う
こ
と
は
、
命
を
丸
ご
と
い

た
だ
く
こ
と
で
あ
り
、
う
ず

ら
の
一
生
分
の
元
気
を
も
ら

う
こ
と
だ
と
近
藤
社
長
は
言

う
。
ま
さ
に
「
命
の
カ
プ
セ

ル
」
だ
。

　
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
自
然
の
持
つ
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
に
成
功

し
た
近
藤
社
長
。
通
常
廃
棄

さ
れ
る
ふ
ん
も
、
発
酵
技
術

で
有
機
肥
料
に
し
て
い
る

が
、
微
生
物
の
働
き
で
腐
敗

せ
ず
、
土
壌
や
地
下
水
、
ひ

い
て
は
河
川
に
も
、
悪
影
響

を
与
え
な
い
と
い
う
。
畜
産

業
と
農
業
、
自
然
と
人
と
の

連
携
を
目
指
す
そ
の
挑
戦
か

ら
、
今
後
も
目
が
離
せ
な

い
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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ハ
イ
ラ
イ
ト
Ｓ
Ｐ
Ａ
―

Ｆ
Ｃ
３
プ
ラ
ス

デ
ザ
イ
ン
に
風
水
の
要
素
を

加
え
て
い
る

　
専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
（
東
京
都
中
野
区
）

の
入
学
式
＝
写
真
＝
が
３

日
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー

ル
（
同
）
で
開
か
れ
た
。
今

年
の
入
学
者
は
４
７
８
人

（
昼
間
部
３
０
６
人
、
夜
間

部
１
７
２
人
）
。

　
観
光
業
界
か
ら
多
く
の
来

賓
も
出
席
。
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
日
本
ホ
テ
ル
協
会
の
宮

武
茂
典
専
務
理
事
は
「
昨
年

は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
１

３
０
０
万
人
を
達
成
し
、
業

界
は
追
い
風
の
中
に
あ
る
。

世
界
最
高
水
準
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
、
優
秀
な
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
業

界
を
担
う
人
材
と
し
て
成
長

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
、
新
入
生
を
激
励
し

た
。

　
続
い
て
、
在
校
生
代
表
が

歓
迎
の
言
葉
、
新
入
生
代
表

が
決
意
を
表
す
言
葉
を
述
べ

た
。

　
風
水
を
取
り
入
れ
て
い
る

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
「
Ｙ
ｕ
ｒ
ｉ

ｎ
ａ
」
（
東
京
・
南
青
山
）

は

日
か
ら
、
結
婚
式
前
に

ネ
イ
ル
に
付
け
た
宝
石
を
、

式
終
了
後
に
取
り
外
し
て
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ン
グ（
指
輪
）

に
作
り
か
え
る
新
た
な
ネ
イ

ル
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
付
け
を

始
め
る
。

　
風
水
鑑
定
士
で
も
あ
る
三

上
友
里
奈
代
表
が
、
新
婦
が

希
望
す
る
運
気
（
恋
愛
運
、

金
運
、
仕
事
運
、
浄
化
・
健

康
運
、
人
間
関
係
・
家
庭
運

な
ど
）
を
上
げ
る
ネ
イ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
施
し
、
デ
ザ
イ
ン

に
合
う
宝
石
を
選
択
し
て
取

り
付
け
る
。
式
終
了
後
、
宝

石
を
回
収
し
て
ゴ
ー
ル
ド
か

ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド
を
使
用

し
た
指
輪
に
作
り
か
え
る
。

　
三
上
代
表
は
「
式
が
終
了

し
て
残
る
物
は
、
こ
れ
ま
で

は
写
真
と
婚
約
指
輪
、
結
婚

指
輪
だ
け
。
そ
れ
ら
に
プ
ラ

ス
し
て
後
々
残
る
こ
の
指
輪

は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
な
の

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
て
い

つ
も
付
け
て
い
た
だ
き
、
思

い
出
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　
価
格
は

万
円（
税
別
）。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
風
水
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
Ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ

☎
０
３
（
６
７
２
１
）
１
３

８
６
。

　
日
産
化
学
工
業
（
東
京
都

千
代
田
区
）
は
、
浴
槽
や
プ

ー
ル
な
ど
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属

菌
や
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
大

腸
菌
な
ど
の
各
種
雑
菌
を
三

つ
の
効
果「
ト
リ
プ
ル
効
果
」

で
除
菌
す
る
「
ハ
イ
ラ
イ
ト

Ｓ
Ｐ
Ａ
―
Ｆ
Ｃ
３
」
を
さ
ら

に
強
力
に
し
た
除
菌
剤
「
ハ

イ
ラ
イ
ト
Ｓ
Ｐ
Ａ
―
Ｆ
Ｃ
３

プ
ラ
ス
」
を
新
発
売
し
た
。

　
従
来
品
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
Ｓ

Ｐ
Ａ
―
Ｆ
Ｃ
３
は
、
Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ
の
３
剤
で
構
成
。
Ａ
剤

（
酸
素
系
製
剤
）
の
発
泡
効

果
で
配
管
内
に
付
着
す
る
頑

固
な
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
徹

底
的
に
剥
離
さ
せ
、
Ｂ
剤

（
塩
素
系
製
剤
）
の
発
泡
効

果
で
浮
遊
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ

属
菌
を
除
菌
、
Ｃ
剤
（
中
和

剤
）
が
水
中
に
残
る
薬
剤
を

中
和
し
て
安
全
性
を
保
つ
。

　
新
商
品
で
は
前
処
理
剤
と

し
て
「
ス
ケ
ー
ル
溶
解
剤
」

を
追
加
。
同
剤
は
、
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
増
殖
の
土
台
と
な

る
カ
ル
シ
ウ
ム
ス
ケ
ー
ル
を

溶
解
し
、
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

を
は
が
し
や
す
い
状
態
に
す

る
。
さ
ら
に
、
洗
浄
後
に
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
付
き
に
く

く
す
る
。

　
作
業
手
順
は
ま
ず
、
水
を

循
環
さ
せ
な
が
ら
前
処
理
剤

を
投
入
し
て
１
時
間
循
環
。

次
に
Ａ
剤
を
投
入
し
て
１
時

間
循
環
。
そ
の
後
、
Ｂ
剤
投

入
で

分
間
、
Ｃ
剤
投
入
で


分
間
循
環
し
、
排
水
・
給

水
と
い
っ
た
す
す
ぎ
工
程
に

移
る
。
短
い
時
間
で
除
菌
洗

浄
で
き
る
た
め
、
営
業
を
休

止
す
る
必
要
が
な
い
。
水
量

１
～
３
立
方
㍍
当
た
り
１
㌜

の
割
合
で
使
用
す
る
。

　
新
商
品
は
別
売
り
の
中
和

剤
や
消
泡
剤
が
不
要
。
発
泡

ガ
ス
は
人
体
に
無
害
な
酸
素

ガ
ス
で
劇
物
・
危
険
物
に
は

該
当
し
な
い
。

　
１
㌜

㌔
入
り
（
前

処
理
剤
、Ａ
剤
、Ｂ
剤
、

Ｃ
剤
各
１
袋
）
。
こ
の

件
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
先
は
、
日
産
化
学

工
業
化
学
品
事
業
部
フ

ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
営
業

部
☎
０
３（
３
２
９
６
）

８
０
４
０
＝
本
社
、
☎

０
６
（
６
３
４
６
）
７

１
３
０
＝
大
阪
、
☎
０

９
２
（
４
３
２
）
３
４

２
２
＝
福
岡
。

　
秋
田
大
学
名
誉
教
授
、
医

学
博
士
で
「
日
本
酒
博
士
」

と
呼
ば
れ
る
著
者
が
、
各
種

の
調
査
デ
ー
タ
と
最
新
動
向

を
基
に
、
日
本
酒
で
健
康
に

な
る
方
法
や
日
本
酒
の
基
礎

知
識
を
伝
授
し
た
。

　
第
１
章
「
日
本
酒
で
き
れ

い
に
な
る
」
か
ら
第
５
章

「
日
本
酒
を
深
め
る
」
ま
で

５
章
構
成
。

　
本
で
は
「
適
量
の
飲
酒
が

若
々
し
い
素
肌
を
維
持
し
て

く
れ
る
」
「
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
を
寝
る
前
に
少
量
か
ら
中

等
量
飲
む
と
、
寝
つ
く
ま
で

の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
し
か

も
深
い
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が
増

加
す
る
」
「
冷
え
症
や
肩
こ

り
は
（
中
略
）
日
本
酒
を
適

量
飲
む
こ
と
も
効
果
が
あ

る
」
と
、
日
本
酒
が
も
た
ら

す
健
康
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
好

影
響
を
指
摘
。

　
さ
ら
に
「
日
本
人
の
飲
酒

者
に
が
ん
死
亡
率
の
低
い
こ

と
が
大
規
模
な
２
大
疫
学
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
」

「
動
脈
硬
化
や
脳
卒
中
に
有

効
で
あ
る
日
本
酒
は
、当
然
、

老
人
性
認
知
症
に
対
し
て
も

予
防
し
て
く
れ
る
わ
け
だ
」

と
、
そ
の
意
外
な
効
果
に
も

言
及
し
て
い
る
。

　
四
六
判
、本
文
１
５
２
㌻
。

１
２
０
０
円
（
税
別
）
。
問

い
合
わ
せ
先
は
、
キ
ク
ロ
ス

出
版
☎
０
３
（
３
９
４
５
）

４
１
４
８
。

　
茨
城
県
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関

連
業
務
を
担
当
す
る
任
期
付

職
員
１
人
を
募
集
し
て
い

る
。
任
期
は
７
月
１
日
か
ら

２
０
１
７
年
３
月

日
ま
で

の
１
年
９
カ
月
。

　
受
験
資
格
は
、
国
際
会
議

場
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

ー
ロ
ー
、
会
議
運
営
会
社
な

ど
で
の
各
種
国
際
会
議
、
展

示
会
の
誘
致
、
開
催
に
関
す

る
実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ

る
な
ど
。

　
受
験
手
続
き
の
受
付
期
間

は
５
月

日
（
郵
送
は
消
印

有
効
、
持
参
の
場
合
は
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時

分
）

ま
で
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
業
務

内
容
に
関
す
る
こ
と
は
、
茨

城
県
国
際
課
☎
０
２
９
（
３

０
１
）
２
８
５
３
、
任
期
付

職
員
採
用
制
度
や
申
し
込
み

に
関
す
る
こ
と
は
、
茨
城
県

人
事
課
☎
０
２
９（
３
０
１
）

２
２
７
８
。

　
旅
行
業
者
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
と
仲
介
業
者
の
つ
な
が
り

方
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る

旅
行
業
界
の
研
究
機
関
、
米

フ
ォ
ー
カ
ス
ラ
イ
ト
の
日
本

事
務
所
に
よ
る
調
査
レ
ポ
ー

ト
。
２
０
１
２
年

月
に
発

行
し
た
第
１
版
に
次
ぐ
第
２

弾
。
日
本
の
旅
行
市
場
に
お

け
る

年
度
現
在
の
オ
ン
ラ

イ
ン
販
売
の
規
模
、
ト
レ
ン

ド
、
特
徴
を
膨
大
な
資
料
と

聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
分

析
、
推
計
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
直
販
比
率
の

世
界
比
較
で
、宿
泊
施
設
は
、

日
本

％
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域

％
、
欧
州

％
、
米

国

％
と
報
告
。
米
国
の
宿

泊
施
設
は
大
手
チ
ェ
ー
ン
ホ

テ
ル
の
市
場
シ
ェ
ア
が
大
き

い
た
め
、
そ
れ
に
比
例
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
直
販
比
率
も
高
く
な
っ
て

い
る
、
と
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
旅
行
流
通
販
売
サ

イ
ト
の

年
度
シ
ェ
ア
を
、

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

・
２
％
、

じ
ゃ
ら
ん
な
ど
リ
ク
ル
ー
ト


・
２
％
、一
休
２
・
７
％
、

ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ

・
３
％
、
そ

の
他

・
６
％
と
算
出
。

「
そ
の
他
流
通
販
売
サ
イ
ト

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
額

は

年
調
査
時
の
約
２
・
４

倍
と
大
幅
に
拡
大
し
た
」
と

分
析
し
、
急
速
な
市
場
拡
大

で
寡
占
化
が
崩
れ
つ
つ
あ
る

現
状
を
示
唆
し
た
。

　
Ａ
４
判
、
２
４
０
㌻
。
電

子
書
籍
１
万
３
９
０
０
円
、

電
子
書
籍
＋
オ
ン
デ
マ
ン
ド

印
刷
本
１
万
８
５
０
０
円

（
共
に
税
込
み
）
。
一
般
書

店
で
の
取
り
扱
い
は
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
ブ
ッ
ク

ウ
ェ
イ（https://bookway.jp

/

）
。

　
行
政
書
士
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
務
事
務
所

（
東
京
都
新
宿
区
）は
９
日
、

全
国
の
中
小
小
売
店
を
対
象

に
免
税
店
許
可
申
請
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
「
免
税
店
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
」
を
開
始
し
た
。

同
事
務
所
が
同
日
、
記
者
会

見
を
開
い
て
概
要
を
発
表
し

た
。

　
訪
日
外
国
人
の
急
増
で
小

売
店
を
中
心
に
免
税
店
の
開

店
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

免
税
対
象
商
品
も
、
家
電
や

時
計
、
宝
飾
品
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
た
も
の
が
、
昨
年


月
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
の
商
品

に
広
が
っ
た
。

　
し
か
し
、
中
小
規
模
の
小

売
店
が
独
力
で
申
請
手
続
き

す
る
こ
と
は
時
間
と
労
力
、

知
識
の
面
か
ら
難
し
い
。
手

続
き
が
済
ん
で
も
、
店
舗
運

営
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
免
税
店
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ

は
、
そ
れ
ら
の
不
安
を
払
拭

し
た
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。
同

事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
税
理

士
や
行
政
書
士
ら
で
構
成
。

豊
か
な
専
門
知
識
と
経
験
を

基
に
、免
税
店
化
を
目
指
す
、

免
税
店
を
運
営
す
る
経
営
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
「
申
請
コ

ー
ス
（
税
別
６
万
円
）
」

「
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
（
同


万
円
）
」
を
用
意
。
申
請
コ

ー
ス
は
、
少
し
で
も
早
く
、

安
く
と
い
う
人
用
。
免
税
店

化
に
少
し
で
も
不
安
が
あ
る

人
は
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
が
お

勧
め
。
申
請
代
行
は
も
ち
ろ

ん
、
従
業
員
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

▽
手
続
き
方
法
説
明
シ
ー
ト

（
５
カ
国
語
対
応
）
▽
会
話

指
さ
し
シ
ー
ト
（
同
）
▽
提

携
業
者
紹
介
―
な
ど
を
用

意
。
申
請
か
ら
備
品
準
備
、

ス
タ
ッ
フ
育
成
ま
で
ま
る
ご

と
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
さ
ら
に
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
求
め
る
人
に
は
、「
言
語
」

「
運
営
」「
販
促
」「
会
計
」

の
４
分
野
か
ら
な
る
オ
プ
シ

ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て

い
る
。
言
語
は
、
電
話
通
訳

サ
ー
ビ
ス
や
外
国
人
ス
タ
ッ

フ
派
遣
、
指
さ
し
で
使
え
る

地
図
作
成
。
運
営
は
、
新
規

雇
用
助
成
金
獲
得
や
商
店
街

一
括
カ
ウ
ン
タ
ー
導
入
。
販

促
は
、
多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
。

会
計
は
、
免
税
会
計
相
談
や

銀
聯
カ
ー
ド
な
ど
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
、
免
税
書

類
作
成
支
援
な
ど
。

　
申
請
ま
で
は
最
短
３
日
。

許
可
が
出
る
ま
で
１
～
２
カ

月
。
同
事
務
所
の
支
援
で
ス

ム
ー
ズ
に
申
請
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
免
税

店
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
行
政

書
士
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
法
務
事
務
所
）
☎
０

３（
５
３
３
７
）５
５
７
１
。


